
.

１ 訪日誘客支援空港制度の特例措置の設定

〇 新型コロナウイルスの影響により運休を余儀なくされた航空会社に対し，補助期間を延長するなど

本来受けられるはずの補助が受けられるような特例措置を設けること。

２ 訪日誘客支援空港制度の令和３年度以降の継続
○ 地方空港における国際線の新規就航・増便を推進する「訪日誘客支援空港制度」について，令

和３年度以降についても継続すること。

国への提案事項

＜令和元年12月18日新規就航のノックエア（広島〜バンコク線就航）のケース＞
　　　R元．12月 R2.3月

　　　新規就航 運休 　　　就航から最大3年間（本来の補助期間）

補助 補助

　　　R元．12月 R2.3月
　　　新規就航 運休 運休期間分の補助期間の延長

補助 補助

運航再開

運航再開

補助なし

補助なし 特例措置

〇地方公共団体等が国際線の着陸
料相当額を補助すれば，国が着陸料
を全額減免
〇地方公共団体等が国際線のグラン
ドハンドリング経費を1/3補助すれば，
国が同経費を1/3補助
〇補助対象期間は，新規就航又は増
便から最大3年間
〇令和2年度までの制度

訪日誘客支援空港制度の概要

６ 社会資本整備の推進
（８） 空港活性化に向けた訪日誘客支援空港制度の特例措置の設定等
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６ 社会資本整備の推進
（８） 空港活性化に向けた訪日誘客支援空港制度の特例措置

の設定等

.

３ 経営改革前後における訪日誘客支援空港への補助制度の負担スキームの維持
〇 訪日誘客支援空港への補助制度において，補助対象期間（最大３年間）が，経営改革前後にま

たがる新規就航路線又は増便路線については，経営改革後においても，航空運送事業者の負担ス

キームが変更しないように，着陸料については，制度の継続性に鑑み，SPCが免除を行うように，国

から要請をすること。また，グランドハンドリング経費については，負担スキームを継続すること。

国への提案事項

＜広島空港に令和元年冬ダイヤから新規路線が就航した場合の負担スキーム＞

①-1 着陸料

①-2 着陸料相当額

② グランドハンドリング経費

※2　地方公共団体等からグランドハンドリング経費1/3以上の補助が前提 ※2　地方公共団体等からグランドハンドリング経費1/3以上の補助が前提

※３　地方公共団体等とは空港の所在する地方公共団体，空港運営権者，航空旅客ターミナル施設を設置し，又は管理するもの並びに空港法第14条に規定する協議開始の他の協会及びその構成員をいう。

地方公共団体等（広島県）→航空運送事業者へ補助 地方公共団体等（広島県）→航空運送事業者へ補助

国からの補助
1/3（※2）

地方公共団体等
（広島県）からの補助

1/3以上

航空運送事業者
負担
1/3

国からの補助
1/3（※2）

地方公共団体等（※3）
からの補助1/3以上

航空運送事業者
負担
1/3

全額免除（国）（※１） 全額免除（SPC）

経営改革前（Ｒ元.10～Ｒ３.６）

《補助対象１～２年目》

経営改革後の提案スキーム（Ｒ３.７～Ｒ４.３）

《補助対象３年目》

※１ ②の着陸料相当額の補助があることが前提（B738で週3便運航した場合：約1,400万円/年）

経営改革後の補助スキー
ムでは，広島県又はSPC
が1/3補助又は減免を行
うことを前提に，国が1/3
を補助，残りの1/3は航空
運送事業者の負担となる
が，補助対象が経営改革
前後にまたがる路線に限
り，従来国が全額免除し
ていた部分をSPCが引き
続き全額免除するよう，
国から要請することにより，
航空運送事業者の負担
スキームが変更しないよう
にする。

提案
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４ 観光・交流の拠点となる空港機能の強化

国への提案事項

エプロン拡張用地

(2) エプロン ターミナルビル
(1) 滑走路端安全区域

【提案先省庁：国土交通省】

滑走路端安全区域の整備

(1) 滑走路端安全区域の確保については，国において整備に向けた準備が進められており，

空港運営への影響が最小限となるよう配慮しつつ，早期に整備着手すること。

(2) 新規路線の就航や増便に対応できるようにするため，エプロンを早急に拡張すること。

６ 社会資本整備の推進
（８） 空港活性化に向けた訪日誘客支援空港制度の特例措

置の設定等

● 広島空港は，平成29年7月に「訪日誘客支援空港」に認定された

● 東南アジア・東アジアからの新規就航や，LCCの増便など国内外

の航空ネットワーク拡充に取り組んでおり，令和3年の経営改革導入

に先行して，エプロンの拡張が必要

滑走路端安全区域
の国内基準

可能な限り用地の
確保に努める範囲

○ 長さ 240ｍ
○ 幅員 着陸帯幅

原則範囲

○ 長さ 90ｍ
○ 幅員 滑走路幅の２倍

● 広島空港は，①社会的な影響度が高く，②着陸回数が多い空港であり，

優先的に整備を進める空港と位置付け

● 広島空港では，滑走路西側で国内基準の範囲が確保されておらず，

国は，滑走路全体を東側に移設させる方針

● 整備に当たっては，空港運用への影響を最小限に止める対策が必要

４(１) 滑走路端安全区域の確保 (２) エプロンの拡張
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